
公衆栄養学研究室では、アウトカムとして生活習慣病、高齢化が進む日本における高齢
者の虚弱予防に焦点を当て、これらアウトカムと食事との関連についての栄養疫学研究を
行っています。本研究室の成果により、健康の維持増進に寄与する食環境の提言、国民の
QOLの向上、栄養学研究の発展が期待されます。
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研究分野：栄養疫学

http://www.shc.usp.ac.jp/food/teacher-full/imai.e-lab/

日日本本人人をを対対象象ととししたた栄栄養養疫疫学学研研究究

■■高高齢齢者者のの虚虚弱弱とと食食事事にに関関すするるココホホーートト研研究究
•高齢者約3000名を対象に約7年間のコホート研究を実施，虚弱とたんぱく質摂取量と７年後の高次生活機

能低下との関連を多変量ロジスティック回帰分析より検討しました。我々は，総たんぱく質および動物由

来たんぱく質の高摂取は７年後の高次生活機能維持と予防的に関連していることを明らかにしました(Imai

E et al. Am Geriatr Soc. 2014）。

■■動動物物性性食食品品摂摂取取とと貧貧血血にに関関すするる横横断断研研究究
•近年，貧血はFrailtyのリスクファクターの一つとして指摘されてい

ます。我々は，地域在住男性高齢者（4898人）において動物性たんぱ

く質，中でも魚介類をたくさん摂取することが貧血リスク低下と関連

していることを明らかにしました （Imai et al.APJCN. 2019）。

■■滋滋賀賀県県民民ににおおけけるる健健康康寿寿命命延延伸伸のの要要因因をを探探るる
•我が国は世界有数の長寿国です。なかでも，近年，滋賀県における平

均寿命の延伸は著しく延びています。我々は食を含む複数のライフスタ

イル関連要因を中心に滋賀県民栄養調査データを用いて，『滋賀県にお

ける寿命延伸の要因を明らかにする』ことを目的とした研究を行ってい

ます。研究成果；健康状態を反映する簡便な指標である主観的健康感に

着目し，食事および複数の生活習慣要因との関連について検討したとこ

ろ健康行動スコアが上がるほど主観的健康感不良の調整オッズ比が低く

なりました。また，この関連性は，運動を含むスコアの組み合わせにお

いて強くみられることが明らかになりました（Tanaka S, Imai E et al.

BMC Public Health 2020）。

関関連連すするるSSDDGGｓｓのの国国際際目目標標

研究成果；県内19市町別の健康行動スコア平均値とSMRとの関連を重回帰分析により調べた結果，女性に

おいて，全がんSMRと健康行動スコアに負の関連が認められました（β = −0.968，p = 0.011）。女性に

おいては，喫煙歴がない者（β = −0.780，p = 0.016）および食事の質が高い者（β = −0.703，p =

0.048）の割合が高いほど全がんSMRが低いという関連が認められました（Tanaka S, Imai E et al.

Nutrients 2020）。
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研究分野 ：運動生理・生化学、スポーツ栄養学

習慣的な身体運動を行うことで骨格筋では様々な適応が引き起こされます。例えば、
重い負荷をかけてトレーニングを行えば筋肥大が起き、持久的なトレーニングを行う
と筋持久力が向上します。その際に骨格筋細胞内で起きている適応を明らかにするた
めの研究を、培養細胞、単離骨格筋組織や実験動物を用いて研究を行っています。

身身体体運運動動にによよるるエエネネルルギギーー代代謝謝亢亢進進機機序序にに関関すするる研研究究

■■身身体体運運動動がが骨骨格格筋筋のの糖糖・・脂脂質質・・タタンンパパクク質質代代謝謝をを亢亢進進すするる分分子子機機序序にに関関すするる研研究究
身体運動を行うと、骨格筋細胞内ではグリコーゲンの分解、脂肪分解・酸化やタンパク質分解の亢進が

起こります。これら反応の分子機序の解明や運動トレーニングと栄養摂取による適応反応を培養骨格筋細

胞、単離骨格筋や実験動物を用いて研究を行っています。

■機機能能性性油油脂脂がが骨骨格格筋筋のの糖糖・・脂脂質質・・タタンンパパクク質質代代謝謝にに及及ぼぼすす影影響響にに関関すするる研研究究

近年、特定の作用を有する脂肪、機能性油脂が注目されています。一般的に、食事から摂取する脂肪は

肥満を招く元凶として考えられています。しかし、脂肪の中にも内臓脂肪の蓄積を防ぎ、メタボリックシ

ンドロームの予防に役立つものがあります。また、運動の効果を高めたり、競技パフォーマンスを向上さ

せる脂質があることも明らかになってきました。これらの機能性油脂がどのような機序により効果を発揮

しているかを培養細胞や実験動物を用いて研究を行っています。

■身身体体運運動動がが骨骨格格筋筋以以外外のの組組織織にに及及ぼぼすす影影響響にに関関すするる研研究究

最新の研究から、習慣的な身体運動は高齢者の脳機能改善効果や大腸がんの予防効果など、筋肉以外に

も様々な影響を与えることが知られています。本研究室では、これまでに知られていなかった身体運動の

効果、すなわち身体運動が体内の様々な臓器（胃や腸などの消化器官など）にも好ましい影響を及ぼして

いるのではないか、と仮説をたて、実験動物や培養ガン細胞を用いて研究を行っています。

実験動物の単離骨格筋（Epitrochlearis muscle）。
単離後培養液中で24時間以上培養が可能。Ex vivoでの
筋収縮や化合物のスクリーニングなどを行うことができる。

骨格筋のミトコンドリア酵素（左）、脂肪滴（中央）染色と細胞培養実験の様子（右）

関関連連すするるSSDDGGｓｓのの国国際際目目標標
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